
第
22回

日
本
LD学

会
『
民
間
療
育
機
関
の
役
割
と
課
題
』
た
す
く
株
式
会
社
 齊
藤
宇
開
･大
久
保
直
子
･渡
邊
倫
･松
井
匠

子
ど
も
た
ち
の
「
ピ
ー
ク
の
力
」
を
把
握
す
る
！
　

　
ご
家
族
と
と
も
に
，
延
べ
350名

以
上
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
明
日
か
ら
の
療
育
に
役
立
つ
，
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

す
べ
て
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
 ～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
機
能
と
場
所
～

　
た
す
く
の
療
育
は
，
ア
セ
ス
メ

ン
ト
か
ら
全
て
が
始
ま
り
ま
す
。
た

す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
，
お
子
さ

ん
の
現
在
の
力
の
把
握
を
す
る
こ

と
を
主
目
的
に
し
た
，
従
来
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法
に
加
え
，
将

来
の
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た

め
の
，
具
体
的
な
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
，
た
す
く
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
，
必
ず
ご
家
族
と
一
堂
に

会
し
，
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
了
し
た

直
後
に
，
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
に
，
ご
家
族
が

お
子
さ
ん
を
励
ま
し
た
り
，
子
ど

も
た
ち
が
，
ご
家
族
に
近
づ
く
こ

と
で
，
心
理
的
に
安
定
を
図
っ
た

り
す
る
様
子
を
観
察
す
る
こ
と

も
，
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
は
，
欠
か
せ
な
い
視

点
で
す
。

　
検
査
を
し
な
い
で
手
術
す
る
医

師
は
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
，
お

子
さ
ん
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
，

ご
家
族
と
の
協
議
を
と
お
し
て
，
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
し
て
，
療

育
を
進
め
ま
す
。

30種
類
以
上
の
教
材
を
用
い
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
ト
ー
タ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
で
，
30種

類
以

上
の
教
材
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。
1日
を
と
お
し
て
，

お
子
さ
ん
の
ピ
ー
ク
の
力
を
把
握
し
ま
す
。

ご
家
族
と
一
緒
に
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

　
2時
間
以
上
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
場
面
を
共
有
後
，
協
議

を
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
徴
を
理
解
し
て
，
ご
家

族
と
一
緒
に
最
善
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
き
出
し
ま
す
。

子
ど
も
の
ピ
ー
ク
の
力
を
知
り
，
明
日
か
ら
の
療
育
に
役
立
つ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

1

た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴

①
発
達
に
課
題
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
現
状
と
課
題
，
将
来
に
つ
い
て
共
通
理
解
す
る
。

②
J☆

sK
epの

各
項
目
及
び
全
体
的
な
状
態
像
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
本
人
の
関
係
性
か
ら
社
会
性
の
状
態
を
中
心
に
，
人
格
形
成
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

④
今
後
一
年
間
の
学
習
内
容
の
目
標
（
機
能
的
な
目
標
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑤
必
要
な
環
境
側
か
ら
の
支
援
や
，
プ
ロ
ン
プ
ト
な
ど
学
習
支
援
の
レ
ベ
ル
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑥
必
要
な
学
習
形
態
や
家
庭
で
の
取
組
を
具
体
化
す
る
。

　
⑦
最
善
の
環
境
を
作
り
，
ピ
ー
ク
の
力
を
把
握
す
る
。

　
⑧
家
族
へ
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
お
し
て
，
今
後
の
支
援
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
｡

　
障
が
い
の
疑
い
を
も
っ
た
早
期
か
ら
，
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
青
年
期
ま
で
活
用

で
き
る
よ
う
，
100種

類
以
上
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
教
材
（
項
目
）
を
題
材
に
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

＜
た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴
（
ま
と
め
）
＞

　
｢た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
｣は
，
お
子
さ
ん
の
状

態
像
の
理
解
に
留
ま
ら
ず，
明
日
か
ら
の
具
体
的
な

目
標
設
定
を
行
う
こ
と
ま
で
，
目
的
の
幅
を
広
げ

た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
。
そ
の
た
め
標
準
化
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
，
個
体
内
評
価
（
お
子
さ
ん
自

身
の
発
達
や
変
化
を
図
る
）
に
つ
い
て
十
分
な
資

料
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
一

年
に
一
度
の
受
検
を
推
奨
し
，
受
検
後
に
は
，
保

護
者
や
支
援
者
が
で
き
る
限
り
具
体
的
な
目
標
や

方
法
を
明
ら
か
に
し
て
，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
教
材

を
そ
の
ま
ま
療
育
の
ス
タ
ー
ト
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
，
毎
年
，
教
材
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
｢た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
｣の
開
発
に
は
，
す
で

に
，
多
く
の
専
門
家
に
協
力
を
仰
い
で
お
り
，
今

後
も
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援
の
充
実
に
向

け
て
，
関
係
者
と
共
に
こ
の
｢た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン

ト
｣を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

無
断
複
製
・
複
写
を
禁
ず
　
た
す
く
株
式
会
社
　
info@

tasuc.com



た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
　１

最
も
重
視
す
る
の
は
，
perception-first cycle

TM　
　
た
す
く
は
，
入
力
系
と
い
わ
れ
る
前
庭
覚
 (balance)・

固
有
覚
 （
m
ove）

・
触
覚
 
(touch) 

や
，
見
る
・
み
わ
け
る
（
w
atch）

，
聴
く
・
き
き
と
る

（
listen）

な
ど
の
知
覚
（
perception）

か
ら
，
情
報
処
理
系
の
判
断

（
judgm

ent）
・
運
動
企
画
（
program

m
ing）

，
 
表
出
系
の
実
際
の
運
動

（
action）

，
協
調
運
動
（
coordination）

の
サ
イ
ク
ル
（
Perception-first 

cycle TM
）
が
，
社
会
性
 (social interaction）

の
学
び
へ
と
つ
な
が
る
最
も

有
効
な
方
法
で
あ
る
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
療
育
に
は
，
「
継
続
す
る
」
た
め
の
「
道
標
」
が

必
要
で
す
。
た
す
く
メ
ソ
ッ
ド
に
基
づ
く
療
育
で
は
，
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
不

全
を
解
決
す
る
視
点
移
動
・
空
間
認
知
な
ど
の
知
覚
（
perception）

か
ら
療
育

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
，
協
調
運
動
，
社
会
性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
が
る
サ
イ
ク
ル

（
Perception-first cycle

TM ）
が
，
「
道
標
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
己
意
識
と
社
会
性

Perception-first cycle
 TM

 と
は

2

②
脳
と
か
ら
だ
（
脳
と
感
覚
）

●
別
称
：
 身
体
づ
く
り
　
●
形
態
：
 1対
1，
グ
ル
ー
プ
・
モ
デ
ル
利
用

①
視
②
聴
③
味
④
触

⑤
嗅

⑥
前
庭

⑦
固
有

⑧
舌
咽

７
感
＋
舌
咽
（
末
梢
神
経
）

療
育
の
三
本
柱

①
学
習
の
基
礎

●
別
称
：
個
人
別
の
課
題
学
習
　
●
形
態
：
1対
1，
2対
1，
3対
1，
グ
ル
ー
プ

環
境
（
三
種
の
神
器
・
特
性
の
理
解
と
活
用
11項

目
）

J☆
sK

epと
機
能
的
な
目
標
+支
援
技
術

結
晶
性
知
能
，
流
動
性
知
能
，
W
ISC-Ⅳ

／
K-ABC／

DN
-CAS

視
空
間
メ
モ
／
音
韻
ル
ー
プ
／
中
央
実
行
系

ワ
ー
キ
ン
グ
・
メ
モ
リ

IQ

Behavior
読
む
・
書
く
・
算
数

①
個
人
別
の
課
題
学
習
＋
②
身
体
づ
く
り
＝
 社
会
へ
般
化
 ＝
③
社
会
性

③
 社
会
性
（
自
己
表
現
，
他
者
信
頼
，
社
会
的
要
請
）
●
別
称
：
 ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
形
態
：
 グ
ル
ー
プ
・
モ
デ
ル
利
用

Ⅰ
 自
己
表
現
（
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
）

自
己
信
頼
・
相
互
信
頼

自
分
か
ら
表
現
し

相
手
が
ど
う
感
じ
る
か

Ⅱ
 社
会
的
ス
キ
ル
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
）

他
者
か
ら
要
請

自
分
が
ど
う
応
じ
る
か

Group

M
odel

①
親
と
子
ど
も
　

②
先
生
と
子
ど
も

③
同
級
生
と
子
ど
も
　

④
兄
弟
と
子
ど
も

①
ク
ッ
キ
ン
グ

②
清
掃
　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

④
キ
ャ
ン
プ
：
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ー
ワ
ー

⑤
観
劇
・
演
劇
　
　
　
etc.

「
仲
間
を
大
切
に
思
う
心

 ( 貢
献

 ) 」
を
し
た
人
類
が
生
き
残
っ
た
。

「
NHK～

な
ぜ
人
間
に
な
れ
た
の
か
～
」

た
す
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
　２

④
触
⑥
前
庭

⑦
固
有

⑧
舌
咽

③
味
②
聴
⑤
嗅
覚

①
視

感
覚
・
運
動
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点

言
語
聴
覚
機
能
の
視
点

ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

無
断
複
製
・
複
写
を
禁
ず
　
た
す
く
株
式
会
社
　
info@

tasuc.com


